
【座間市のお知らせ】
平成26年
（2014年）

希望者への「広報ざま」の戸別配布を実施中
※新聞を購読されている方には、新聞に折り込まれます。

○新規のお申し込み　申込専用電話　☎046（252）8684（広報広聴人権課）
○届かない場合　（株）神奈川新聞総合サービス　 0120（111）429（無料）

ざまりんも
ダンスを踊るよ！
みんな見に来てね！

No.952
4.15

◆平成26年（2014年）4 月15日発行
◆座間市市民部広報広聴人権課編集

市 の 人 口●129,323人（−99人）
市の世帯数●55,446世帯（−63世帯）
 平成26年3月1日現在（　）は 2 月との増減

目　次
●スマートハウス関連設備設置補助制度のご利用を（2面）
●みんなの健康（3面）
●平成26年度当初予算（4・5面）
●ざまインフォメーション（6・7面）
●平成26年度相互提案型協働事業が決定（8面）

満
開
に
咲
く
東
原
桜
並
木

※写真は昨年のものです。

記念植樹式、吹奏楽演奏、
一輪車パレード、マーチングバンド演奏、
ステージイベント、自然観察会、ポット苗販売、
野菜市、アレンジメント教室、生け花体験他

　
市
と
緑
化
祭
り
実
行
委
員
会
で
は
、
「
多
様
な
緑
を
感
じ
て
暮
ら
し
続
け

る
ま
ち
　
座
間
」
を
テ
ー
マ
に
座
間
市
緑
化
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

　
緑
化
祭
り
で
は
、
自
然
観
察
会
や
生
け
花
の
実
演
、
ポ
ッ
ト
苗
販
売
の

他
、
会
場
を
盛
り
上
げ
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
新
緑
の
美
し
い
こ
の
季
節
、
花
や
緑
に
触
れ
合
う
１
日
を
過
ご
し
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先�

緑
化
祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局（
公
園
緑
政
課
内
）
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「
座
間
市
公
園
・
広
場
等
ア
ダ
プ
ト

制
度
」
は
、
市
の
緑
を
守
る
た
め
に
、

公
園
や
広
場
、
緑
地
な
ど
の
維
持
管
理

を
市
民
と
市
の
協
働
で
行
う
制
度
で

す
。

　

同
制
度
で
は
、
市
民
と
市
が
合
意
に

基
づ
い
て
、
お
互
い
の
役
割
を
分
担

し
、
市
民
が
花
植
え
や
清
掃
な
ど
を
行

い
、
市
が
道
具
の
支
給
・
貸
し
出
し
、

看
板
の
設
置
な
ど
を
行
い
ま
す
。

○
対
　
象　
二
人
以
上
の
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
者
で
構
成
さ
れ
、
１
年

以
上
活
動
が
継
続
で
き
る
団
体

　

※
個
人
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

○
申
込
方
法　
市
役
所
４
階
公
園
緑
政

課
で
配
布
す
る
申
込
書
、
参
加
者
名

簿
、
活
動
計
画
書
を
直
接
担
当
へ
持

参

　

※
申
し
込
み
の
後
、
団
体
と
市
で
協

議
を
行
い
、
合
意
に
至
っ
た
場
合
に

制
度
の
利
用
が
で
き
ま
す
。

担
当�
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園
緑
政
課
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座
間
市
緑
化
祭
り

緑
に
触
れ
合
う
春
の
１
日

イベントスケジュール

催　し　物

午前 9時30分～10時	 オープニングセレモニー、植樹式

午前10時10分～10時35分	 吹奏楽演奏

午前10時40分～11時10分	 一輪車パレード、マーチングバンド演奏

午前11時20分～11時45分	 ひまわりキャンペーン（キッズダンス）

午前11時55分～午後 0時20分	 フラダンス

午後 0時30分～ 0時55分	 　　　ざまりんスペシャルダンスショー

午後 1時 5分～ 1時30分	 　　　お笑いパフォーマンス

午後 1時40分～ 2時 5分	 　　　エイサー（沖縄伝統舞踊）

午後 2時15分～ 2時40分	 鳴子おどり

午後 2時45分～ 3時	 フィナーレセレモニー

NEW
!

NEW
!

NEW
!

第33回座間市緑化祭り
4 月29日（火）午前 9 時30分〜午後 3 時
会場：かにが沢公園　　　　　入場自由

公
園
・
広
場
等

�

ア
ダ
プ
ト
制
度

〜
協
働
で
行
う

　
　
　
　
　
緑
の
維
持
管
理
〜

多
様な緑を感じて暮らし続けるまち 座間



広報ざま【座間市のお知らせ】No.952　　平成26年（2014年）4月15日2

　

市
で
は
、
家
庭
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
を
推
進
し
、

地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
た

め
、
次
の
設
備
を
設
置
す
る
方

へ
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

　

補
助
対
象
要
件
や
必
要
書
類

な
ど
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
担

当
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
補
助
対
象　
市
内
の
自
ら
居

住
す
る
ま
た
は
居
住
予
定
の

住
宅
に
、
新
た
に
補
助
対
象

設
備
を
設
置
す
る
、
市
税
の

滞
納
が
な
い
方

○
補
助
対
象
設
備
と
補
助
金
額

　

①
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
＝
出
力
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト

あ
た
り
１
万
２
千
円（
上
限

４
万
円
）

　

②
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
＝
４
万
円

　

③
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池

＝
４
万
円

　

④
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ（
ヘ
ム
ス
）＝

８
千
円

　

※
い
ず
れ
も
新
品（
設
置
工

事
未
着
工
の
も
の
）に
限
り

ま
す
。

　

※
平
成
21
年
度
以
降
に
市
か

ら
補
助
金
の
交
付
を
受
け
た

関
連
設
備
は
、
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

○
申
請
期
間　
４
月
16
日（
水
）

〜
平
成
27
年
２
月
20
日（
金
）

　

※
事
業
の
完
了
日
か
ら
30
日

以
内
、
ま
た
は
平
成
27
年
３

月
20
日（
金
）の
い
ず
れ
か
早

い
日
ま
で
に
完
成
届
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
請
方
法　
設
置
工
事
の
着

手
の
14
日
前
ま
で
に
、
申
請

書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
直

接
担
当
へ

　

市
で
は
、
昭
和
56
年
５
月
31

日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
住

宅
を
対
象
に
無
料
耐
震
相
談
会

を
実
施
し
ま
す
。

○
と　
き　
５
月
31
日（
土
）午

前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

○
と
こ
ろ　
青
少
年
セ
ン
タ
ー　

３
階
大
会
議
室

○
相
談
時
間　
約
45
分

○
相
談
員　
神
奈
川
県
建
築
士

事
務
所
協
会　

座
間
支
部
会

員
○
定　

員　

14
人（
申
込
順
・

時
間
予
約
制
）

○
持
ち
物　
受
付
後
に
市
が
送

付
し
た
書
類
、
確
認
申
請
な

ど
の
図
面（
略
図
で
も
可
）、

建
物
状
況
が
分
か
る
写
真
な

ど
○
申
込
方
法　
４
月
15
日（
火
）

〜
５
月
７
日（
水
）に
電
話
で

担
当
へ

※
市
で
は
建
物
の
耐
震
診
断
に

つ
い
て
、
電
話
や
訪
問
な
ど
に

よ
る
個
別
の
勧
誘
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。

【
無
料
耐
震
相
談
を
受
け
た
方

へ
の
補
助
】

▽
耐
震
診
断
を
希
望
す
る
方
＝

耐
震
診
断
費
の
２
分
の
１（
上

限
５
万
円
）

▽
改
修
計
画
書
の
作
成
を
希
望

す
る
方
＝
改
修
計
画
書
作
成
費

用
の
２
分
の
１（
上
限
５
万
円
）

▽
耐
震
改
修
工
事
を
実
施
す
る

方
＝
現
場
立
会
い
費
用
の
２
分

の
１（
上
限
３
万
円
）と
耐
震
工

事
費
用
の
２
分
の
１（
上
限

50
万
円
）、
収
入
が
一
定
額
以

下
の
世
帯
は
20
万
円
加
算
、
市

内
施
工
者
に
よ
り
工
事
を
行
う

場
合
は
20
万
円
加
算

　

公
共
下
水
道
は
、
快
適
な
生

活
環
境
の
確
保
と
公
共
用
水
域

に
お
け
る
水
質
保
全
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
市

で
は
、
皆
さ
ん
が
清
潔
で
快
適

な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
市

街
化
区
域
内
の
公
共
下
水
道
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
小
松
原
二
丁

目
、
東
原
二
丁
目
、
南
栗
原
一

丁
目
、
相
武
台
一
・
二
丁
目
、

緑
ケ
丘
四
丁
目
の
そ
れ
ぞ
れ
一

部
で
公
共
下
水
道
の
供
用
を
開

始
し
ま
し
た
。
詳
し
く
は
担
当

へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

下
水
道
法
で
は
、
公
共
下
水

道
の
供
用
が
開
始
さ
れ
た
場
合

に
は
、
遅
滞
な
く
そ
の
土
地
の

下
水
を
公
共
下
水
道
に
流
入
さ

せ
る
た
め
に
必
要
な
排
水
設
備

を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
定
め
て
い
ま
す
。

　

生
活
環
境
の
向
上
や
河
川
な

ど
の
水
質
を
保
全
す
る
た
め
に

も
、
ま
だ
公
共
下
水
道
に
接
続

し
て
い
な
い
建
物
は
、
一
日
も

　

市
で
は
、
走
行
中
に
二
酸
化

炭
素
や
窒
素
酸
化
物
を
排
出
し

な
い
電
気
自
動
車
の
普
及
を
促

進
す
る
た
め
、
次
の
設
備
を
購

入
・
設
置
す
る
方
に
、
予
算
の

範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。
補
助
対
象
要
件
や
必
要
書

類
な
ど
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
担

当
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
補
助
対
象　
市
内
に
引
き
続

き
１
年
以
上
在
住
す
る
ま
た

は
事
務
所
か
事
業
所
を
有
す

る
、
市
税
の
滞
納
が
な
い
方

○
補
助
対
象
設
備
と
補
助
金
額

　
①
電
気
自
動
車
＝
１
台
に
つ

き
５
万
円（
市
内
の
事
業
所

で
生
産
さ
れ
た
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
電
池
を
搭
載
す
る
場
合

は
、
１
台
に
つ
き
15
万
円
）

　

②
住
宅
用
給
電
シ
ス
テ
ム
＝

１
台
に
つ
き
国
な
ど
の
補
助

金
を
控
除
し
た
額
の
２
分
の

１
の
額（
据
置
型
は
上
限

３
万
円
、
可
搬
型
は
上
限

１
万
円
）

　

③
電
気
自
動
車
急
速
充
電
器

（
事
業
者
の
み
対
象
）＝
１
基

に
つ
き
国
な
ど
の
補
助
金
を

控
除
し
た
額
の
２
分
の
１
の

額（
上
限
25
万
円
）

　

※
い
ず
れ
も
新
品（
未
登
録

の
製
品
）に
限
り
ま
す
。

○
申
請
期
間　
４
月
16
日（
水
）

〜
平
成
27
年
２
月
20
日（
金
）

　

※
平
成
27
年
３
月
20
日（
金
）

ま
で
に
完
了
報
告
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
請
方
法　
①
②
は
購
入
・

設
置
の
７
日
前
ま
で
、
③
は

設
置
の
14
日
前
ま
で
に
、
申

請
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て

直
接
担
当
へ

担
当�
環
境
政
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ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
関
連
設
備
設
置

　
　
　
　
補
助
制
度
の
ご
利
用
を

早
い
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

く
み
取
り
便
所
の
改
造
工
事

や
、
し
尿
浄
化
槽
の
廃
止
工
事

は
、
衛
生
上
、
非
常
に
大
切
な

工
事
で
す
。
そ
の
た
め
、
試
験

に
合
格
し
た
排
水
設
備
責
任
技

術
者
が
専
属
し
て
い
る
こ
と
な

ど
を
要
件
と
す
る
排
水
設
備
指

定
工
事
店
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
に
登
録
し
て
い
る
指

定
工
事
店
で
な
け
れ
ば
、
排
水

設
備
工
事
を
施
工
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

○
対　
象　
公
共
下
水
道
供
用

開
始
日
か
ら
３
年
以
内
の
工

事
◆
助
成
制
度

・
く
み
取
り
便
所
の
改
造
工
事　

く
み
取
り
口
１
カ
所
に
つ
き

１
万
円

・
建
物
が
２
戸
以
上
あ
る
私
道

内
に
、
排
水
設
備
を
設
置
す
る

工
事　
工
事
費
の
３
分
の
２
以

下
の
額

◆
貸
付
金
制
度

・
住
宅
を
公
共
下
水
道
に
接
続

す
る
た
め
の
排
水
設
備
工
事　

限
度
額
50
万
円
（
無
利
子
）

※
制
度
取
扱
金
融
機
関
に
つ
い

て
は
、
担
当
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

※
住
宅
耐
震
改
修
工
事
を
し

た
場
合「
所
得
税
額
の
特
別

控
除
」お
よ
び「
固
定
資
産
税

額
の
減
額
措
置
」の
制
度
が

あ
り
ま
す
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら（
一

財
）日
本
建
築
防
災
協
会
の
配

信
す
る「
誰
で
も
で
き
る
わ
が

家
の
耐
震
診
断
」が
利
用
で
き

ま
す
。

◆
今
年
度
の
日
程

▽
第
２
回（
市
公
民
館
）＝
７
月

26
日（
土
）（
申
し
込
み
は
６
月

16
日（
月
）〜
30
日（
月
））

▽
第
３
回（
北
地
区
文
化
セ
ン

タ
ー
）＝
平
成
27
年
２
月
14
日

（
土
）（
申
し
込
み
は
１
月
15
日

（
木
）〜
29
日（
木
））

　 5月23日（金）〜25日（日）に開催する「公民館まつり」の展示作
品を募集します。
○応募資格　原則として、座間・入谷・新田宿・四ツ谷・明王・立野
台在住・在勤者
○申込方法　 5月10日（土）・11日（日）午前10時〜午後 4時に直接
市公民館 2階資料室へ

　※作品に題名・住所・氏名（雅号の方は必ず本名を併記）・年齢・電
話番号、市外在住の市内在勤者は事業所名を明記してください。
○搬入日　 5月22日（木）午前 9時〜午後 5時
○搬出日　 5月25日（日）午後 4時〜 6月 １ 日（日）午後 5時（休館
日の搬出不可）
担当� 公民館まつり実行委員会事務局（市公民館内）
� ☎046（255）3131　 046（252）2776

担
当�

環
境
政
策
課 
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電
気
自
動
車
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第33回公民館まつりの一般展示作品を募集

募集作品 募　集　規　定
俳句・俳画 近作雑詠　一人 2句まで（俳句はA 3までの短冊、俳画は色紙を使用）
短　歌 近作雑詠　一人 1首まで（色紙を使用）
川　柳 自由題　一人 2句まで（短冊を使用）

絵画・版画 日本画・洋画・版画形式　一人 1点まで（F10サイズ以内、額縁な
どはガラス不可、掛軸は丈 1メートル以内）

彫塑・工芸 一人 1点まで　（展示可能な作品）
書　道 形式など自由　一人 1点まで（仮表装などする場合は丈 1メートル以内）

写　真 モノクロ・カラー　一人 1点まで（パネル・額縁などのサイズはキャ
ビネ～ワイド四つ切り）

手工芸 一人 1点まで　（展示可能な作品）
山野草 一人 1点まで　（展示可能な作品）
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 市マスコット
 キャラクター

「ざまりん」

担当　健康づくり課　☎046（252）7225　 046（255）3550

10120（867）860（通話料無料）
※つながらない場合は☎03（5524）8500へ、
聴覚障がい者は専用ファクス 03（3562）8435へ
（通話・通信料発信者負担）。
担当　医療課　☎046（252）7295　 046（252）7043

座間市24時間健康電話相談
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救急診療� 担当　医療課　☎046（252）7295　 046（252）7043

◆休日（日曜日・祝日）昼間
診療科目 電話番号 診療場所 受付時間
内科・外科 ☎０４６（２５２）９０９０ 休日急患センター

（市民健康センター１階）
午前９時～１１時４５分、午後2時～4時４５分

歯　科 ☎０４６（２５２）８２１７ 午前９時～１１時４５分、午後2時～4時３０分

耳鼻咽喉科 ☎０４２（７５６）９０００ 相模原南メディカルセンター
（相模原市相模大野） 午前９時～１１時３０分、午後1時３０分～4時３０分

婦人科・眼科 消防テレホンサービス☎０４６（２５１）０１１９でご確認ください。午前９時～正午、午後2時～5時（診療時間）
小児科

（外科系を除く）☎０４６（２５５）９９３３ 
休日急患センター
（市民健康センター１階） 午前９時～１１時４５分、午後2時～4時４５分

◆夜　間
診療科目 電話番号 診療場所 受付時間

内　科 ☎０４６（２５２）９０９０ 休日急患センター
（市民健康センター１階）

月曜～金曜日　　　  ：午後７時～９時４５分
土曜・日曜日、祝・休日：午後６時～９時４５分

外　科 消防テレホンサービス☎０４６（２５１）０１１９でご確認ください。午後６時～１０時（診療時間）
小児科

（外科系を除く）☎０４６（２５５）９９３３
休日急患センター
（市民健康センター１階）

月曜～金曜日　　　  ：午後７時～９時４５分
土曜・日曜日、祝・休日：午後６時～９時４５分

◆深　夜
診療科目 診療場所 受付時間
内科・外科 消防テレホンサービス☎０４６（２５１）０１１９でご確認ください。午後１０時～翌日午前8時
小児科

（外科系を除く）小児救急情報センター☎０４６（２５５）９９３３でご確認ください。午後１０時～翌日午前７時
（重病の場合は午前８時）

※聴覚障がい者専用問い合わせ先　 ０４６（２５１）５２６３
※救急診療は、急病で困ったときにご利用ください。
※基本的に救急診療は応急処置を行いますので、後日かかりつけの病院などで必ず診察を受けてください。
※電話をかける場合は電話番号をお確かめの上、お間違えのないようご注意ください。

　綾瀬市、海老名
市、座間市のくみ
取り便所や仮設ト
イレからのし尿お
よび浄化槽汚泥
は、海老名市にあ
る高座清掃施設組
合のし尿処理施設で処理しています。
　これまでの施設は、昭和41年に建設され、
老朽化が進んだことから、今後も引き続き安
定した処理を行うため、平成24年 ８ 月から建
て替え工事が始まり、 ３ 月31日に新施設が完
成しました。
○敷地面積　1,906平方メートル
○建設面積　484.19平方メートル
○延床面積　1,184.46平方メートル
○構造・建築　地下ＲＣ造り　 １ ・ ２ 階鉄骨
造り
○処理方式　固液分離・希釈後下水道放流
○計画処理量　48キロリットル／日
○建設費　約 ６ 億 ８ 千万円
担当� 資源対策課
� ☎046（252）7985　 046（252）7616

ＢＣＧ接種
▽とき＝ ４ 月25日（金）午後 １ 時15分〜 ２ 時15分
受け付け（時間厳守）▽ところ＝市民健康セン
ター▽対象＝平成25年10月生まれ（対象者には個
人通知します）と対象月に受けられなかった １ 歳
未満児

母親父親教室
と　き 内　容

5月 7日（水）
午後 ２時～４ 時 妊娠中の生活・歯の話

5月 9日（金）
午後 ２時～３ 時30分 骨密度測定、栄養の話

5月16日（金）
午後 ２時～４ 時

お産の流れと体の回復、体
操、産後の過ごし方

5月17日（土）午前 ９
時30分～11時45分

赤ちゃんの沐
もく

浴
よく

、妊婦疑似
体験、これからに向けて

▽ところ＝市民健康センター▽対象＝初産で妊娠
18週〜32週の方と夫▽受講料＝500円（テキスト
代）▽持ち物＝母子健康手帳、筆記用具▽申込方
法＝ 4月30日（水）までに電話で担当へ

育児相談
▽とき＝ ４ 月18日（金）午前 ９ 時30分〜10時30分
受け付け▽ところ＝市民健康センター▽内容＝身
体測定と食事・発育状態・育児の相談、歯科相
談、発達相談▽持ち物＝母子健康手帳▽参加方法
＝直接会場へ

赤ちゃん教室
▽とき＝ ４ 月22日（火）午前10時〜11時30分（受
け付けは午前 ９ 時50分まで）▽ところ＝市民健康
センター▽内容＝離乳食の作り方・すすめ方、子

どもの発達や予防接種について▽対象＝おおむね
５ 〜 ６ カ月児とその保護者（これから離乳食を
始める赤ちゃん）▽定員＝30人（申込順）▽持ち
物＝母子健康手帳、ティースプーン▽申込方法＝
電話予約

個別健康相談
▽とき＝随時▽ところ＝市民健康センター▽内容
＝食事療法や健康全般についての栄養士・保健師
による相談▽持ち物＝健康手帳（お持ちでない方
には当日発行します）▽申込方法＝電話予約

　国民健康保険に加入している70〜74歳の方の
窓口負担は、法律上 ３ 割または ２ 割ですが、
２ 割の方については、国の軽減特例措置で １
割に据え置かれていました。平成26年度から
は、世代間の公平の観点から、この軽減特例措
置が国で見直されました。
　この見直しでは、 ４ 月 ２ 日以降に新たに70歳
の誕生日を迎える方から段階的に実施されると
ともに、低所得者に配慮し高額療養費算定基準
額は据え置かれています。
【見直し内容】
▽平成26年 ４ 月 1 日現在で70歳未満の方（誕生
日が昭和19年 ４ 月 ２ 日以降の方）＝70歳の誕生
月の翌月（ただし、各月 １ 日が誕生日の方はそ

の月）の受診分から窓口負担が ３ 割または ２ 割
　※例えば、平成26年 ４ 月 ２ 日〜 ５ 月 １ 日に70
歳の誕生日を迎える方は、 ５ 月の受診分か
ら、窓口負担が ３ 割または ２ 割になります。

▽平成26年 ４ 月 １ 日現在で70歳以上の方（誕生
日が昭和19年 ４ 月 １ 日までの方）＝平成26年 ４
月以降も窓口負担は ３ 割または １ 割のまま
【窓口負担割合の判定基準】
　下図の通り
　※毎年 ８ 月に行う負担割合の再判定の際に、
下図が適用されます。
担当� 国保年金課
� ☎046（252）7003　 046（252）7043

　市では、平成26年度「保健衛生のお知らせ」
を ３ 月下旬に各世帯へ配布しました。この冊
子には、平成26年度に実施する各種がん検診
や各種健康診査、予防接種、健康相談などの
日程の他、医療機関の一覧や医療助成制度を
紹介しています。お手元にない方には次の場
所で入手できますので、ご利用ください。
○配布場所　市役所 ２ 階健康づくり課・ １ 階
市民情報コーナー、各出張所、市民健康セ
ンター
担当� 健康づくり課
� ☎046（252）7225　 046（255）3550

平成26年度保健衛生のお知らせを配布

高座清掃施設組合の新し尿処理施設完成！ 70〜74歳の国民健康保険加入者に係る医療費の窓口負担見直し

新し尿処理施設の外観

収入の市・県民税標
準額が145万円以上

平成26年 4月1日現在
で70歳以上

70歳以上74歳までの
国民健康保険加入者
１人の世帯

収入が383万円以上 窓口負担割合 3割

窓口負担割合 １割
（申請が必要）

窓口負担割合 ２割
（申請が必要）窓口負担割合 2割 窓口負担割合 1割

収入が520万円以上 窓口負担割合 3割

平成26年 4月1日現在
で70歳以上

○ ○ ○

○

○○

×

×

×

×

×

×
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平成２６年度　当初予算
総額は ６７７億４, ８５７万 ２ 千円

担当　財政課　☎046（252）8404　 046（255）3550
○（拡充）健康増進事業　6,837万円［財源内訳 県支出金138万円、諸収入3,424万円、市

の負担額3,275万円］
　健康診査受診者数および受診率の増を目指します。
○（拡充）小児医療費助成事業　 3 億5,647万円［財源内訳 県支出金6,555万円、市の負

担額 2 億9,092万円］
　対象年齢をこれまでの小学校 ４年生から小学校 ６年生までに拡大し、１０月から実施
します。

○（拡充）市民体育館大規模修繕事業　1,080万円［財源内訳 国庫支出金390万円、市の
負担額690万円］

　トイレ改修などを行います。
○（新規）看護師等奨学金貸付事業　180万円［財源内訳 市の負担額180万円］
　将来、市において看護師などの業務に従事する有能な人材を育成するため奨学金を
貸し付け、市内で勤務した方の返済を免除します。

○（拡充）民間保育所助成事業　 3 億1,055万円［財源内訳　分担金及び負担金10万円、
国庫支出金2,200万円、県支出金 1 億2,747万円、市の負担額 1 億6,098万円］

　民間保育所が １施設開園することなどに伴う運営に対する助成を行います。
○（拡充）民間保育所入所事業　 8 億5,969万円［財源内訳 分担金及び負担金 2 億581万

円、国庫支出金 2 億6,291万円、県支出金 1 億3,145万円、市の負担額 2 億5,952万円］
　民間保育所が １施設開園することなどに伴う経費を入所児童数に応じ負担します。
○（拡充）子育て支援センター管理運営事業　2,372万円［財源内訳 国庫支出金495万

円、県支出金495万円、市の負担額1,382万円］
　第 ３子育て支援センター開設の準備を進めます。
○（継続・新規）老人福祉施設建設助成事業　9,324万円［財源内訳 繰入金6,000万円、

市の負担額3,324万円］
　座間市高齢者保健福祉計画に基づき、老人福祉施設入所待機者の解消を目指し、特
別養護老人ホーム増床（ １施設）および新築（ １施設）に係る建設費補助金を交付します。

○（新規）相模が丘老人憩いの家用地取得事業　4,558万円［財源内訳 市の負担額4,558
万円］

　座間市土地開発公社から計画的に土地を買い戻すことで公社の債務を解消し、健全
化を図ります。

○（新規）臨時福祉給付金給付事業　 3 億1,840万円［財源内訳 国庫支出金 3 億1,840万
円］

　消費税率が引き上げられたことに伴い、所得の低い方への負担の影響を鑑み、暫定
的・臨時的な措置として臨時福祉給付金を支給します。

○（新規）子育て世帯臨時特例給付金給付事業　 1 億8,307万円［財源内訳 国庫支出金
1 億8,307万円］

　消費税率が引き上げられたことに伴い、子育て世帯への影響を緩和するとともに、
消費の下支えを図る観点から、暫定的・臨時的な措置として子育て世帯臨時特例給
付金を支給します。

○（新規）安全安心まちづくり事業　890万円［財源内訳 国庫支出金330万円、市の負担
額560万円］

　さがみ野駅周辺に緊急通報装置（防犯カメラ、赤色灯、防犯灯など）を設置します。
○（新規）戸籍住民基本台帳管理経費（番号制度対応）　2,376万円［財源内訳 国庫支出

金2,376万円］
　番号制度導入に伴うシステム改修を行います。
○（拡充）消防団機材整備事業　2,689万円［財源内訳 県支出金838万円、市の負担額

1,851万円］
　資機材（油圧救助器具、可搬ポンプなど）を整備します。
○（新規）消防庁舎建設事業　3,801万円［財源内訳 市の負担額3,801万円］
　新消防庁舎建設のための基本設計を行います。
○（拡充）東・北分署増改築等整備事業　4,383万円［財源内訳 市の負担額4,383万円］
　消防分署の環境を整備します。
○（継続）防災行政無線（固定系）施設増設・更新事業　7,412万円［財源内訳 国庫支出

金4,250万円、市債2,830万円、市の負担額332万円］
　防災行政無線の既存施設親局のデジタル化更新を行います。（事業完了予定は平成
28年 3 月）

○（継続）県央三市消防指令業務共同運用事業　 2 億2,368万円［財源内訳 国庫支出金
370万円、市債1億8,700万円、市の負担額3,298万円］

　県央三市消防指令業務共同運用のために共同指令センター、高機能消防指令システ
ム、デジタル無線（活動波）を整備します。

○（拡充）市民文化会館大規模修繕事業　3,471万円［財源内訳 国庫支出金2,702万円、
市の負担額769万円］

　トイレ改修、舞台機構更新などを行います。
○（新規）小学校教科書・指導書購入事業　3,038万円［財源内訳 市の負担額3,038万円］
　教科書改訂への対応を行います。
○（拡充）小・中学校普通教室等空調整備事業　 6 億5,778万円［財源内訳 繰入金 1 億

8,000万円、市の負担額 4 億7,778万円］
　小学校 ６校（うち ３校は、平成27年度予定を前倒しで実施）、中学校 ３校にエアコン
を順次設置します。（平成26年度全校完了）

○（拡充）私立幼稚園就園奨励事業　 2 億4,988万円［財源内訳 国庫支出金5,950万円、
市の負担額 1 億9,038万円］

　補助単価を増額します。
○（新規）清川自然の村施設撤去事業　 1 億2,154万円［財源内訳 市の負担額 1 億2,154

万円］
　閉鎖した「清川自然の村」施設設備の解体撤去および原状復帰を行います。
○（新規）中学校給食（選択式）導入準備事業　365万円［財源内訳 市の負担額365万円］
　中学校給食（選択式）の試行実施に向けて、栄養管理システム整備などを行います。

○（拡充）道路橋りょう塗装補修事業　5,046万円［財源内訳 国庫支出金1,976万円、市
の負担額3,070万円］

　橋りょう長寿命化修繕工事などを行います。
○（拡充）西部地区総合交通対策事業　 2 億661万円［財源内訳 国庫支出金9,137万円、

市債7,820万円、市の負担額3,704万円］
　市道 4号線道路改良事業、市道18号線歩道設置事業などを行います。
○（拡充）公園等改修事業　6,471万円［財源内訳 国庫支出金2,498万円、繰入金 2 万円、

市債2,170万円、市の負担額1,801万円］
　座間公園改修基本設計、富士山公園遊具などの改修、市内公園トイレ改修などを行
います。

○（継続）相模が丘仲よし小道再生整備事業　 1 億4,027万円［財源内訳　国庫支出金
2,500万円、市債9,470万円、市の負担額2,057万円］

　市民と協働で進める地域コミュニティの核となるような緑道の整備として第 ４工区
の整備を行います。

○（新規）小田急相模原駅前西地区市街地再開発事業　5,280万円［財源内訳 国庫支出
金2,640万円、市債2,370万円、市の負担額270万円］

　小田急相模原西地区再開発事業（地盤調査、建築設計、権利変換計画作成）に補助金
を交付します。

○（継続）芹沢公園整備事業　 1 億6,192万円［財源内訳 
国庫支出金6,450万円、市債8,510万円、市の負担額
1,232万円］

　平成29年全園開園に向け第四工区の用地購入およ
び造成工事を行います。

○（新規）南東部地区総合交通対策事業　 5 億4,040万
円［財源内訳 国庫支出金 2 億6,449万円、市債 1 億
9,480万円、市の負担額8,111万円］

　市道38号線道路改良に向けた用地購入、小松原交差点物件調査、詳細設計などを行
います。

○（新規）キャンプ座間返還地等道路整備事業　800万円［財源内訳 国庫支出金620万
円、市の負担額180万円］

　返還跡地内新設道路の設計などを行います。

○（新規）四ツ谷配水管理所非常用発電設備更新事業　 1 億9,375万円［財源内訳 企業
債 1 億9,375万円］

　災害時などにおける停電時においても安定的な水道水の供給を図るため非常用発電
設備を更新します。

○（継続）第 １ 水源耐震化事業　4,105万円［財源内訳 市の負担額4,105万円］
　大規模地震による被害を最小限にするため、水源池の耐震化工事を実施します。
○（継続）雨水対策事業　 1 億9,884万円［財源内訳 国庫支出金3,500万円、市債 1 億

5,420万円、市の負担額964万円］
　浸水被害の軽減のため、中原、栗原排水区および目久尻川直接流入区の雨水整備事
業を実施します。

○（継続）スマートハウス関連設備設置助成事業　739万円［財源内訳 市の負担額739万
円］

　住宅用太陽光発電システム、エネファーム（家庭用燃料電池システム）、リチウムイ
オン蓄電池およびＨＥＭＳ（住宅用エネルギー管理システム）の設置者に対して設置
費の一部を助成します。

○（拡充）農業生産基盤整備事業　2,049万円［財源内訳 県支出金1,226万円、市の負担
額823万円］

　市道座間108号線道路・水路改修工事、市道栗原40号線舗装改修工事を行います。
○（拡充）リサイクルセンター管理運営事業　 1 億3,905万円［財源内訳　諸収入1,050

万円、市の負担額 1 億2,855万円］
　空き缶プレス機の更新を行います。
○（継続）塵芥収集事業　9,106万円［財源内訳 市の負

担額9,106万円］
　塵芥収集車 ４台の更新を行います。
○（新規）地下水保全基本計画改定事業　967万円［財

源内訳 繰入金967万円］
　地下水総合調査を基に、平成27年度にかけて座間市
地下水保全基本計画を改定します。

○（拡充）資産税賦課経費　1,119万円［財源内訳 市の負担額1,119万円］
　家屋評価システムを導入します。
○（新規）市マスコットキャラクター「ざまりん」ＰＲ推進事業　264万円［財源内訳 市

の負担額264万円］
　座間市のＰＲを中心として、広報、宣伝活動などのシティセールスに「ざまりん」を
広く活用し、座間市の魅力を市内外に発信します。

○（拡充）行政評価システム推進事業　485万円［財源内訳 市の負担額485万円］
　市民意識調査（ ５年ごと）、市民アンケート（ ２年ごと）を実施します。
○（新規）諸税賦課経費　155万円［財源内訳 諸収入 2 万円、市の負担額153万円］
　原動機付自転車標識ご当地ナンバープレートを導入します。

　計画推進のために必要な事業を継続して行っていきます。
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　本市の目指すまちの姿「ともに織りなす　活力と個性　きらめくまち」の実
現のため、九つの将来目標を立てて、より効率的で質の高い行政サービスの
提供ができるよう、目標に沿って次の通り事業を展開していきます。

九つの将来目標と主な施策

［用語解説］
歳　入
市 税 市民税や固定資産税などの市に納められる税金
国 庫 支 出 金 国から交付される補助金や負担金など
市 債 公共施設の整備などをするときに借りる市の借金

地 方 交 付 税 国税として納められた後、地方公共団体の財政需要によ
り配分される税金

県 支 出 金 県から交付される補助金や負担金など

地 方 消 費 税
交 付 金

県に納められた地方消費税の ２分の １に相当する額を、
市町村の人口および従業員数で案分して、各市町村に交
付されるお金

繰 入 金 積み立てられた基金などから引き出すお金
繰 越 金 前年度から繰り越されるお金
そ の 他 使用料・手数料など

歳　出（性質別）

性
　
質
　
別

人 件 費 市職員給与、市議会議員報酬などの経費
物 件 費 臨時職員賃金、業務委託料などの経費
維持補修費 公共用施設などの効用を保全するための経費
扶 助 費 生活保護、児童手当、医療扶助などに支出される経費
補 助 費 等 負担金、補助金、交付金などの経費

そ の 他 市の借金の元金と利子を支払うための公債費や一般会計
と特別会計の間で相互に支出される繰出金などの経費

投資的経費 道路の整備や公共施設建設などのための経費
※歳出（目的別）の用語説明は、左記の「市民一人当たりの年間支出」を参照し
てください。

区　　　分 平成２６年度 平成２５年度 前年度予算との比較（伸び率）

一　般　会　計 38,114,733 36,007,340 2,107,393 （	 5.9	％）

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 事 業 14,876,504 14,534,163 342,341 （	 2.4	％）

公 共 下 水 道 事 業 3,171,384 3,137,067 34,317 （	 1.1	％）

介 護 保 険 事 業 6,789,588 6,398,765 390,823 （	 6.1	％）

後期高齢者医療保険事業 1,194,452 1,111,030 83,422 （	 7.5	％）

小　　計 26,031,928 25,181,025 850,903 （	 3.4	％）

水 道 事 業 会 計 3,601,911 4,039,661 ▲ 437,750 （	 ▲ 10.8	％）

合　　　計 67,748,572 65,228,026 2,520,546 （	 3.9	％）

平成26年度会計別予算（▲はマイナス）
� （単位：千円）

道路や公園の整備など
投資的経費が増えてい
るのが、平成26年度の
当初予算の特徴だよ。

民生費 総務費 教育費 土木費
１３２, ６９７円
（＋８, ７８８円）

３５, １７８円
（＋９５０円）

３０, ２６４円
（＋３, ３６０円）

２６, ９６３円
（＋６, ２１４円）

高齢者や障がい者への
生活支援、保育所の運
営など福祉のために

企画・立案や内部管理
に

学校教育、文化・スポー
ツの充実に

道路や公園など公共の
場の整備に

衛生費 公債費 消防費 その他
２４, ７５３円
（▲ ６４円）

２２, ２５３円
（▲ ４, ２５４円）

１４, ７１０円
（＋１, ７５９円）

５, ９５１円
（＋４２９円）

ごみ処理などの生活環
境の推進に 市が借りたお金の返済に 安全を守る消防や救急

業務に
商業や農業の振興、議
会運営に

市民一人当たりの年間支出（カッコ内は対前年度増減額）
� 歳出合計　２９２, ７６９円

笑顔あふれる　健やかなまち1

支え合い　思いやりに満ちた　やすらぎのまち2

共に考え　共に歩む　安心のまち3

のびやかに　豊かな心　はぐくむまち4

暮らし快適　魅力あるまち5

きよらかな水　大切に守るまち6

地球にやさしい　活力あるまち7

未来志向　柔軟な発想　確かな行政経営8

市民起点　的確な判断と行動　信頼される行政運営9
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芹沢公園内の「芝生の広場」

昨年度更新したざまりんを
あしらった塵芥収集車　　
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お問い合わせやお申し込みは原則として祝・休日や年末年始を除く月曜〜金曜日の午前8時30分〜午後5時15分にお願いします。
なお、ファクスでお申し込みの場合は、「件名」、「連絡先」など必要事項を明記して下さるようお願いします。
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座間市環境保全推進アドバイザー
事業をご利用ください！

　市では、市民団体などの皆さんが
行う環境保全活動に対して、市に登
録している環境保全事業に精通した
アドバイザーによる支援を行いま
す。
対象＝環境保全活動を行う市民団体
など　対象となる企画＝環境保全に
関する市民団体などが主催する講演
会、勉強会、研修会他　申込方法＝
担当で配布または市ホームページか
らダウンロードした所定の様式を提
出※詳細については、担当に問い合
わせまたは市ホームページをご覧く
ださい。
担当� 環境政策課
� ☎046（252）7675　 046（257）7743

ことばの相談

　言語聴覚士が「ことば」の心配に
ついて相談、助言を行っています。
とき＝ ４月28日（月）午後、 ５月15
日（木）午前・26日（月）午後　と
ころ＝市民健康センター　申込方法
＝電話で担当へ
担当� 障がい福祉課
� ☎046（252）7132　 046（252）7043

第１水源井改修工事の実施

　市では、地下水取水量の約40パー
セントを賄っている主要水源井であ
る第 １水源の井戸、配管、計装設備
などの改修工事を行っています。こ
の工事実施に伴い、 １月15日から ６
月末までの約半年間、井戸の取水を
停止しています。停止期間中の不足
する取水量は県水の受水量を増量し
て対応しますので、皆さんのご理解
とご協力をお願いします。
担当� 水道施設課
� ☎046（252）7519　 046（257）4155

小・中学校の就学費用を援助

　小・中学生の保護者で経済的にお
困りの方を対象に、就学費用の一部
を援助しています。援助内容は、学
用品や給食、医療、校外活動、修学
旅行などに掛かる費用です。対象者
の条件や申込方法など詳しくは、学
校を通じて保護者に配布される「就
学援助制度のお知らせ」をご覧くだ
さい。
担当� 学校教育課
� ☎046（252）8739　 046（252）4311

高等学校卒業程度認定試験

　高等学校を卒業していないなどの
事由で大学などの受験資格が無い方
に、高等学校卒業者と同等以上の学
力があるかを認定する試験を行いま
す。合格者には大学、短期大学、専
門学校の受験資格が与えられます。
試験日＝ ８月 ５日（火）・ ６日（水）
（予定）※詳しくは、担当で配布す
る受験案内をご覧ください。
担当� 教育指導課
� ☎046（252）8732　 046（252）4311

交通事故件数

件数 死者 負傷者
26年 119 1 133
25年 125 0 156
増減 −6 ＋1 −23
平成26年 1 月 1 日〜 3月31日

（物件事故を含まず）

消防件数

消防車（件） 救急車（件）
3月 1月〜3月（累計） 3 月 1月〜3月（累計）

26年 69 213 479 1,456
25年 70 231 439 1,343
増減 −1 −18 ＋40 ＋113
※火災・災害情報の問い合わせは、
テレホンサービス☎046（251）1399へ

チラシ作り相談会

とき＝毎週金曜日午前10時〜午後 ４
時（一つの相談につき １時間程度）　
ところ＝座間市民活動サポートセン
ター（ざまコミュニティプラザ １
階）　内容＝会員募集やイベントの
お知らせに欠かせないチラシ作りの
個別相談　対象＝サポートセンター
登録団体、登録希望団体　参加費＝
無料　申込方法＝予約制のため事前
に電話で同センターへ　問い合わせ
先＝座間市民活動サポートセンター
☎046（255）0201　 046（255）3243
担当� 市民協働課
� ☎046（252）8035　 046（255）3550

世界の料理（チュニジア編）

とき＝ 5月18日（日）午前10時〜午
後 2時　ところ＝市民健康センター
2階栄養指導室（調理室）　定員＝
20人（多数抽選）　内容＝在日チュ
ニジア人の料理研究家をお迎えし
て、チュニジア料理のフルコースの
調理に挑戦しませんか。会食のとき
にはチュニジアの紹介もあります　

材料費＝2,000円　申込方法＝ 5月
9日（金）までに電話、ファクス、
メールまたは直接座間市国際交流協
会事務局（座間 2−2886、月曜・水
曜・金曜日の午前 ９時〜午後 ４時）
☎046（251）9000　 046（206）6493　
電子メールz.i.a.040501@kdr.biglobe.
ne.jp
担当� 市民協働課
� ☎046（252）8035　 046（255）3550

わくわくエコあそび第 １弾
リサイクル釣りゲームで遊ぼう！
　～紙芝居＆ざまりんパッカー車

も来るよ～

とき＝ ４月26日（土）午後 １時30分
～３ 時（受け付けは午後 １時15分
〜）　ところ＝リサイクルプラザ
（東原二丁目16番10号）　内容＝地
球にやさしく、みんなで楽しいリサ
イクル体験ゲーム遊び、リサイクル
紙芝居の上演、ざまりんパッカー車
の乗車体験など　対象＝ ３歳くらい
から小学校低学年くらいまでと保護
者　定員＝16組（申込順）　参加費
＝無料　申込方法＝ ４月25日（金）
までに電話または直接担当へ
担当� 資源対策課
� ☎046（252）7985　 046（252）7616

健康水中ウオーキング

とき＝ ５月19日（月）・21日（水）・23
日（金）いずれも午後 １時30分～２
時30分（19日は午後 １時～）（全 ３
回）　ところ＝協栄スイミングクラ
ブ座間（座間 ２−239）　内容＝水
中を歩くことから始めて、水の中で
腕や足の運動をすることによって足
腰を強くし、風邪などになりにくい
体をつくる　対象＝市内在住・在勤
者　定員＝50人（申込順）　参加費
＝無料　持ち物＝水着、水泳帽子、
バスタオル、ロッカー代100円（返
却制）　申込方法＝ ５月 ９日（金）
までに電話、ファクスまたは直接担
当へ
担当� スポーツ課
� ☎046（252）8177　 046（255）3550

市総合体育大会～剣道競技の部～

とき＝ ６月 ８日（日）午前 ９時～午
後 ５時　ところ＝スカイアリーナ座
間（市民体育館）中体育室　種目＝
個人戦（小学 １・ ２年生の部、小学
３・ ４年生の部、小学 ５・ ６年生男
子の部、小学 ５・ ６年生女子の部、
中学生男子の部、中学生女子の部、
高校生男子の部、高校生女子の部、
一般の部）　団体戦（ ３人制、中学
校男女別）　対象＝市内在住・在
勤・在学者、市剣道連盟会員　費用

＝個人戦800円（当日可）、団体戦無
料　申込方法＝ ５月 ９日（金）まで
に郵送または電話で〒242−0006大
和市南林間 ７−25−11☎046（273）
0406（土田）へ※車で来る場合は臨
時駐車場（消防本部訓練場）に駐車
してください。
担当� スポーツ課
� ☎046（252）8177　 046（252）3550

座間市こどもデー
プロ野球観戦ご招待

　市内の小・中学生とその保護者を
ペアで横浜ＤｅＮＡベイスターズの
公式戦に無料でご招待します。
とき＝① ４月30日（水）対中日② ５月
１日（木）対中日③ ９日（金）対ヤクル
ト④10日（土）対ヤクルト⑤11日（日）
対ヤクルト⑥14日（水）対中日⑦15日
（木）対中日⑧26日（月）対オリックス　
ところ＝横浜スタジアム　対象＝市
内在住の小・中学生とその保護者　
招待数＝ ８試合合計2,000人　費用
＝無料（交通費などは自己負担）　
申込方法＝ ４月21日（月）までに応募
専用URL（https://dena.baystars.�
co.jp/child/form/）から申し込
み、結果はメールでお知らせ※申し
込みは二人一組ですが、 ３人目から
一人2,000円（ ４歳以上）で購入可。
詳しくは、応募専用URLでご確認
ください。
担当� スポーツ課
� ☎046（252）8177　 046（255）3550

お口と栄養の講習会～体力をつけて、
いつまでも元気でいるために～

とき＝ ５月29日（木）午後 ２時～４
時　ところ＝市民健康センター多目
的ホール　内容＝年を重ねると口が
渇いてむせやすい、固い物が食べに
くいなどの口の中の不具合や食欲不
振、偏食に悩んでいませんか？口の
中を爽やかに保ちいつまでもおいし
く食事が摂れるような工夫について
歯科衛生士と管理栄養士による講話　
対象＝おおむね65歳以上の方　定員
＝40人（申込順）　参加費＝無料　
持ち物＝小さめの鏡、筆記用具　申
込方法＝ ５月28日（水）までに電話、
ファクスで担当へ
担当� 介護保険課
� ☎046（252）7084　 046（252）8238

網戸張り替え講習会

とき＝ ５月10日（土）午前 ９時30分
～正午　ところ＝リサイクルプラザ
工房室　内容＝網戸の張り替えの実
習　対象＝市内在住・在勤・在学者　
定員＝12人（申込順）　参加費＝300
円（材料代）　持ち物＝筆記用具、

軍手　申込方法＝電話または直接担
当へ（ファクスでの申込不可）
担当� リサイクルプラザ
� ☎046（252）7963　 046（252）7964

市公民館
☎046（255）3131　 046（252）2776

◆バザーと古本市にご協力を
　公民館まつりで行うバザーに提供
していただける品（新品に限りま
す。古着、古食器、飲食物はご遠慮
ください）がありましたら ５月 １日
（木）～18日（日）に、公民館へお
持ちください。また古本市も行いま
すので、不要になった本がありまし
たらお持ちください（古本は22日
（木）まで受け付けしています）。

北地区文化センター
☎042（747）3361　 042（747）8542

◆おもちゃ病院
とき＝ ５月10日（土）午前10時～正
午（受け付けは午前11時30分まで）　
内容＝壊れたおもちゃの修理※修理
できない物もあります。　対象＝小
学生以下（保護者同伴）　定員＝20
人（先着順）　費用＝無料※部品代
などは実費。　参加方法＝当日直接
同センターへ
◆「子育てわくわく学級」聴こう　
話そう　やってみよう～大丈夫み
んなで子育て～

とき＝① ５月23日②30日③ ６月 ６日
④13日⑤20日⑥27日⑦ ７月 ４日⑧11
日⑨18日いずれも金曜日（全 ９回）
午前10時～正午　内容＝子育て中の
仲間と学びあう学級です。①開講式
②怒る？ほめる？③子育ての悩み④
本・雑誌の紹介⑤子育ての極意⑥ス
マホとのつきあい方⑦幼稚園?保育
園？⑧スクラップブッキング⑨閉講
式　講師＝CSPトレーナー　中尾
敦子さん、市立南中学校教頭　金子
憲勝さん、相模女子大学学芸学部子
ども教育学科講師　七海陽さん、元
幼稚園教諭　松井祐子さん、元保育
園保育士　近藤佳奈子さん他　対象
＝幼児をもつ親　参加費＝無料　定
員＝25人（多数抽選）　保育＝有り
（おやつ代他、 ９回分一人500円）、
保育説明会は ５月16日（金）　申込
方法＝ ５月 ２日（金）までに電話、
ファクスまたは直接同センターへ

東地区文化センター
☎046（253）0781　 046（253）0789

◆子どもおはなし会
とき＝毎週水曜日午前11時～11時30
分　内容＝「おはなしサークルたん
ぽぽ」による絵本の読み聞かせ、パ
ネルシアター、紙芝居など　入場＝
自由
◆サマーアイランド子ども・おとな
実行委員募集

　毎年夏休み恒例の祭り「サマーア
イランド」の実行委員（小・中学
生、子どもと一緒にお祭りを創って
くださる大人の方）を募集します。
とき＝第 １回実行委員会　 ５月10日
（土）午後 １時30分～４ 時　内容＝

８月24日（日）に行う予定の祭りの
企画、準備、運営※ 9月までの間に
月 １～２ 回　対象＝小学 ４年生から
大人まで　申込方法＝ ５月 ９日
（金）までに電話、ファクス、また
は直接同センターへ

図書館
☎046（255）1211　 046（252）5704

◆子どもシアター
とき＝ ４月27日（日）午前10時30分
～正午　ところ＝講座室　内容＝
「きつねのかんちがい」「からすの
パンやさん」　入場＝自由※フィル
ムなどの事情により一部変更になる
場合があります。

青少年センター
〒252-0023立野台 １− 1− 4

☎046（253）8411　 046（259）2163

◆ガオ・ぱーく
　年間を通して、子どもたちが地域
の大人のサポートを借りて、いろい
ろなことを感じたり考えたりする体
験の場です。
とき＝第 １回、 5月 5日（月）午前
10時〜正午　内容＝どんなことをし
たいか皆で考える　対象＝市内在住
の小・中学生
【ボランティア募集】
　「ガオ・ぱーく」のお手伝いをし
てくれるボランティアを募集しま
す。
とき＝ ５月 ５日（月）午前 ９時30分～
正午　対象＝市内在住・在学の高
校・専門学校・大学生　募集人数＝
10人程度　応募方法＝ ５月 ２日（金）
までに氏名、年齢、学校名、住所、
電話番号を電話、ファクスまたは直
接同センターへ
◆高校生から楽しく学ぼう！感謝の
花をアレンジメント

とき＝ ５月11日（日）午前10時～正
午　内容＝母の日のプレゼントにフ
ラワーアレンジメントを作る　講
師＝県立中央農業高等学校フラワー
デザイン部員　対象＝市内在住の
小・中学生　定員＝30人（多数抽
選）　参加費＝1,000円（材料費）　
持ち物＝筆記用具、タオル 1枚（手
拭き用）、作品を持ち帰るための袋　
申込方法＝４月20日（日）までに往復
はがき（ １枚につき一人）に氏名
（ふりがな）、学校名、学年、住所、
電話番号、「感謝の花参加希望」と
明記の上、同センターへ郵送（当日
必着）または必要事項を記入したメ
モに返信用はがきを添えて直接持参
◆君も陶芸家？〜父の日の贈り物を
手作りしよう（全 ２回）

とき＝① ５月24日（土）午前10時～
午後 ０時30分② ６月14日（土）午後
１時～２ 時30分　内容＝①父の日の
プレゼントに陶器を １点作る②プレ
ゼントカード作りと陶器完成品を渡
す　講師＝座間陶芸会　志村勝彦さ
んと会員の皆さん　対象＝市内在
住・在学の小学 ４年生～中学生で 2
回とも参加できる方　定員＝20人
（多数抽選）　参加費＝700円（材料
費など）　持ち物＝手拭き用タオ

ル、エプロン、新聞紙、筆記用具　
申込方法＝ ５月 5日（月）までに往
復はがき（ １枚につき一人）に氏名
（ふりがな）、学校名、学年、住
所、電話番号、「君も陶芸家？」参
加希望と明記の上、同センターへ郵
送（当日必着）または必要事項を記
入したメモに返信用はがきを添えて
直接持参

◆企画政策課非常勤職員
募集人数＝ １人　応募資格＝ざまり
んが好きでパソコン操作（ワード、
エクセルなど）ができる健康な方　
業務内容＝ざまりんに関する業務全
般、イベント業務の補助（着ぐるみ
の着用、パフォーマンスあり）　勤
務期間＝ ６月 １日から ７カ月間　勤
務日時＝原則月曜～金曜日の週 ４日
程度で午前 ９時30分～午後 ４時15分
（土曜・日曜日、祝・休日勤務あ
り）　時給＝952円　勤務場所＝市
役所 ３階企画政策課他　選考方法＝
面接、健康診断　応募方法＝市販の
履歴書（写真貼付）に必要事項を記
入し、 ５月 ９日（金）までに本人が
担当へ持参
担当� 企画政策課
� ☎046（252）8287　 046（255）3550
◆臨時栄養士
募集人数＝ １人　応募資格＝栄養士
有資格者　業務内容＝中学校給食
（選択式）導入準備事業、その他事務　
勤務期間＝ ６月 １日～12月23日（更
新あり）　勤務日時＝月曜～金曜日
午前 ８時30分～午後 ５時15分　賃金
＝市規定による　勤務場所＝市役所
５階学校教育課　選考方法＝面接、
健康診断　応募方法＝市販の履歴書
（写真貼付）に必要事項を記入し、
４月30日（水）までに栄養士免許証
の写しを添えて本人が担当へ持参
担当� 学校教育課
� ☎046（252）8749　 046（252）4311
◆座間市環境審議会委員
募集人員＝ ３人程度　応募資格＝ ６
月２１日時点で他の審議会などの「公
募により選考された委員」に委嘱さ
れていない20歳以上の市内在住・在
勤・在学者※原則として、平日昼間
の会議に参加できる方（夜間に開催
の場合あり）　内容＝総合的かつ計
画的な環境行政の推進その他の環境
の保全および創造に関する重要事項
（座間市環境基本計画の進行管理に
関することなど）を調査・審議する　
任期＝委嘱の日から ２年間　報酬＝
市規定による　選考方法＝書類審査
（結果は応募者全員に通知、委員に
選任された場合は、市ホームページ
上で氏名を公表）　応募方法＝所定
の用紙（担当、各出張所、市公民
館、北・東地区文化センター、各コ
ミュニティセンターに備え付けまた
は市ホームページからダウンロード
可）に必要事項を記入し、「これか

らの座間市の環境をどのようにして
いきたいか」と題した論文（400字
以上800字以内）を添え、 ５月 ７日
（水）までに〒252-8566座間市役所
環境政策課宛て郵送（当日必着）ま
たは直接担当へ
担当� 環境政策課
� ☎046（252）7675　 046（257）7743

◆児童の情操教育に役立てるために
図書館へ

▽児童図書一式（61,760円分）＝映
画「じんじん」座間市上映実行委員
会

○市春季ソフトテニス大会
▽とき＝ ５月11日（日）午前 ８時30分
集合（午前 ９時開会）※雨天の場合は
６月 １日（日）▽ところ＝ひまわり公
園テニスコート　種目＝Ａ級（上級）、
Ｂ級（中級）、Ｃ級（初級）、一般男女、
男子・女子ダブルス▽競技方法＝予
選リーグ・決勝トーナメント（ ７ゲ
ームマッチ）▽参加資格＝市内在
住・在勤・在学者（小・中学生を除
く）および市ソフトテニス協会加盟
団体員▽参加費＝一組2,000円▽登
録費＝一人500円（年 １回、市大会
（春季・総体・秋季）当日徴収）▽
申込方法＝ ４月27日（日）までに電話
で☎046（255）8728（松尾）へ
○初心者弓道教室
▽とき＝ ５月25日～７ 月20日毎週日
曜日午後 １時30分～３ 時30分（全 ８
回）※ ６月29日（日）は無し。▽とこ
ろ＝スカイアリーナ座間弓道場▽対
象＝16歳～65歳（市内在住・在学・
在勤者を優先）▽定員＝20人▽受講
料＝5,000円▽申込方法＝ ５月 ３日
（土）までに往復はがきに住所、氏
名（ふりがな）、生年月日、年齢、
職業（学年）電話番号、経験者は段
級位を記入の上、〒252−0027座間
市座間 １−3206− ４ 座間市弓道協会
会長　片野宛て郵送▽問い合わせ先
＝☎046（256）2401（片野）へ
○座間市茶道連盟講演会
▽とき＝ ４月20日（日）午後 ２時30
分～３ 時30分▽ところ＝ハーモニー
ホール座間 ２階大会議室▽内容＝演
題「茶の湯と香」▽対象＝どなたで
も▽定員＝60人（申込順）▽参加費
＝無料▽申込方法＝電話で☎046
（252）8450（小清水）へ
○第18回座間市美術サークル合同展
▽とき＝ ４月23日（水）～27日（日）午
前10時～午後 ４時30分（初日は午後
から）▽ところ＝ハーモニーホール
座間ギャラリー▽内容＝市内で活動
している ４つのサークルの絵画、版
画作品の展示▽入場＝自由▽問い合
わせ先＝☎046（253）0809（松本）へ

5
	日	月	火	水	木	金	土
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検索座間市ホームページ

座間市役所　〒252-8566　神奈川県座間市緑ケ丘一丁目１番１号
☎046（255）1111（代）　 046（255）3550　URL http://www.city.zama.kanagawa.jp/　 http://www.city.zama.kanagawa.jp/m/
◆開庁時間　月曜日〜金曜日（祝・休日と年末年始を除く）午前 8 時30分〜午後 5 時15分
　※第 2 ・第 4 土曜日の午前中も一部業務を行っています。
　問い合わせは、特に記載がなければ、開庁時間内にお願いします。
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○と　き　 5月 4日（日）・ 5日（月）午前10時〜午後 4時
○ところ　相模川グラウンド（座架依橋上流）
　※大凧の掲揚は天候・風向きにより変更・中止する場合があります。

� 大凧まつり実行委員会事務局（商工観光課内）　☎046（252）7604　 046（255）3550

百畳敷き（13メートル四方）の大凧を150人の力で大空へ!!

5 月 4 日（日）・ 5日（月）は大凧まつり!!

　新田宿連合自治会は、すぐ西方には相模川が流れ、遠く大山を望む
自然環境に恵まれた地域です。当会では、毎年、盆踊り大会・お祭
り、四ツ谷連合自治会と合同での市民レク大会、敬老ふれあい食事
会、だんご焼きなどの行事を行っており、会員同士の交流と絆を深め
ています。
　昨年の市民レクは、ニュースポーツ多目的広場で開催し、ウオーキ
ングからグラウンドゴルフ、お楽しみ抽選会などと多彩な行事で、全
員が参加し楽しかったと好評でした。また、敬老ふれあい食事会は、
落語家や手品・漫談家などのゲスト
を呼び、お年寄りの方から大変喜ば
れています。
　近年は、転入者が増加しており、
この方々も自治会に加入し、地域の
方々との交流が深まればと思いま
す。きっと楽しく、また新しい出会
いが待っていると思います。
� 新田宿連合自治会　会長　加藤　博之

楽しいこといっぱい！自治会行事� （新田宿連合自治会）

　自治会は、市民の安全・安心と地域の発展のため、日頃からさまざまな
活動に取り組んでいます。この連載も、多くの自治会員の皆さんの活動に
支えられています。自治会への加入などは、自治会総連合会事務局☎
046（252）8751までお問い合わせ下さい。
担当� 市民協働課　☎046（252）7966　 046（255）3550

敬老ふれあい食事会の様子

　市では市民団体の協力を得て、地域課題を解決に導くような市民講座を
開催しています。今年度も講座を企画・運営し、広く市民に参加を呼びか
ける市民団体を募集します。
　内容や公共性を考慮し、採用を決定した講座については、市の事業とし
て開催までを支援します。
　Ⅰ．市民自主企画講座の企画運営団体
○講座のテーマ　「高齢社会」「地域の環境問題」など社会全般にわ
たる、私たちの暮らしや地域に関わる課題について
○団体の条件　市内で継続的に活動している ５人以上の会員を擁する
団体で、政治・宗教・営利を目的としないこと
○委託金額　上限 5万円

　Ⅱ．家庭教育講座の企画運営団体
○講座のテーマ　「子育てと地域社会」「食育について」など子育て
中の親が抱えている子育てや教育の問題点について
○団体の条件　子育てについて継続的に学習活動をしている団体で、
子育て中の親向けの講座を企画、開催して会員と市民とが共に学ぶ
ことができ、政治・宗教・営利を目的としないこと
○委託金額　上限 ３万円
○申込方法　 ５月15日（木）までに市役所 ５階生涯学習課または市ホーム
ページにある事業企画書、収支予算書に必要事項を記入し、直接担当へ
担当� 生涯学習課　☎046（252）8472　 046（252）4311

水と緑の風広場「観光スポット水仙花壇造り」
ボランティア会員募集

　市では、「花を咲かそうボランティアの会（URL：http://suisen�
zama.web.fc2.com/）」との相互提案型協働事業により、相模川沿いの
「水と緑の風広場」にスイセンが群生する観光スポット作りを始めまし
た。
　二人以上のグループで １区画約40平方メートルの花壇を月 １回手入れす
る「花を咲かそうボランティアの会」の作業ボランティアを募集します。
○募集区画数　 ６区画（造成済）
○申込方法　電子メールで問い合わせ先へ
　※ 4月29日（火）に開催する緑化祭り会場の「花を咲かそうボランティ
アの会」のブースでも受け付けます。

○問い合わせ先　花を咲かそうボランティアの会
　【電子メール】　suisenzama@yahoo.co.jp
担当� 公園緑政課　☎046（252）7221　 046（255）3550

　平成26年度相互提案型協働事業は、市民の皆さんなどで構成される審査
会の審査を経て、次の ６事業に決定しました。今後とも市では、市民活動
団体の皆さんと「協働」して地域課題の解決に取り組んでいきます。

担当� 市民協働課　☎046（252）8035　 046（255）3550

市民とともにつくるまち

　昨年の座間市内での火災は39件でした。主な火災原因は、 １位は放火
（疑いも含む）、 ２位はこんろとたばこで、毎年上位を占めています。
　たばこが元の火災を減らすには、喫煙者のマナーの認識が重要です。ま
た、マナーの順守はポイ捨てが減るなどまちの美化にもつながります。た
ばこの火は小さいですが、周囲の状況や管理の仕方によって大きな火災に
発展する恐れがあります。喫煙者は、次のことに心掛け、たばこが元の火
災を防止しましょう。
［たばこの火災を防ぐためのポイント］
　①必ず決められた喫煙場所でたばこを吸う。
　②寝たばこをしない。
　③火気厳禁の場所でたばこを吸わない。
　④たばこを吸うときは灰皿のある場所へ行くか携帯用灰皿を使用し、ポ

イ捨てをしない。
　⑤灰皿のたばこを定期的に捨てる。たばこは火を消したつもりでも、火

が残っていることがあるので、灰皿に水を張っておくことを習慣づけ
る。

担当� 消防本部予防課　☎046（256）2187　 046（256）3225

市民の皆さんの地域への「想い」を形に！
〜講座の企画運営団体を募集

進めています！　市民と共につくる協働のまち
〜平成26年度相互提案型協働事業が決定〜

たばこによる火災を防ぎましょう！

自治会トピックス
地域でただいま活躍中！安全・安心な地域づくり！地域でただいま活躍中！安全・安心な地域づくり！地域でただいま活躍中！安全・安心な地域づくり！

連 載

事業名 事業概要 市民団体・行政担当部署

市
民
活
動
団
体
提
案
型
協
働
事
業

避難所運営委員会
設置・運営支援事業

災害避難所を円滑に
設けるためのハンド
ブック作成と運営委
員会の設置

（団体）ざま災害ボラン
ティアネットワーク
（行政）安全防災課

水と緑の風広場
「観光スポット水仙
花壇造り」事業

広場の花壇造りと緑
化ボランティアの普
及推進

（団体）花を咲かそうボラ
ンティアの会
（行政）公園緑政課

座間市不登校・
ひきこもり支援活動と
周知活動の推進

関係団体との連携を
深め専門家による研
修や講師による学習
支援など

（団体）不登校・ひきこも
り居場所　あすなろ
（行政）青少年課・教育指
導課・生涯学習課

市
提
案
型
協
働
事
業

座間中学校
緑化推進事業

地域ボランティアと
協力し、校庭の一部
を芝生化

（団体）座間中学校地域交
流協議会
（行政）教育総務課

相模が丘仲よし小道
再生事業

緑道の植物の育成保
全と緑道公園の維持
管理など

（団体）特定非営利活動法
人　さくら百華の道
（行政）公園緑政課

市民と協働による座間
市マスコットキャラク
ター「ざまりん」の活用
体制事業

「ざまりん」を探しな
がら地域文化の再発
見をするウオークラ
リーを年 ４回実施

（団体）座間市レクリエー
ション協会
（行政）企画政策課
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